























































































































































































　対象者は様々な教歴を持つが，ここでは 1 年～ 2 年の教歴（タイにおける日本語教育歴，




























調査時期 属性 教歴 人数
2009 年度冬
本調査開始
















中堅～熟練 本調査 1 本
追加 1 本
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〈調査方法〉
木下康仁2007『ライブ講義Ｍ-GTA―実践的質的研究法　修正版グラウンデッド・セオ
リー・アプローチのすべて』弘文堂
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師と日本人教師の日本語教育協働現場における課題―修正版グラウンデッド・セオ
リー・アプローチによる仮説モデルから―」2009年度豪州日本研究大会・日本語教育
国際研究大会配布資料
片桐準二・KanokwanLaohaburanakitKATAGIRI・池谷清美・中山英治2011「タイ高等
教育の日本語教育協働現場における「成長する教師」の可能性―タイ人教師が経験す
る協働現場の実態分析からの考察―」，『国際交流基金バンコク日本文化センター日
本語教育紀要』第 8 号，pp.35-44，国際交流基金バンコク日本文化センター
香月裕介2011「タイ人教師と日本人教師の役割分担から生まれる「つながる」動き―タイ
国R大学日本語学科を例に―」『国際交流基金バンコク日本文化センター日本語教育
紀要』第 8 号，pp.45-55，国際交流基金バンコク日本文化センター
髙橋雅子・門脇薫・中山英治2013「教師間協働研究に関する現状と課題―日本語教育にお
ける文献調査より―」『第22回小出記念日本語教育研究会予稿集』，pp.32-33，小出記
念日本語教育研究会
田中寛2002「タイ日本語教育ネットワークセミナーに参加して―日本語教育のグローバル
化と地域化を考える―」『講座日本語教育』第38分冊，pp.198-222，早稲田大学語学
教育研究所
中山英治2010「タイの日本語教育協働現場における日本人教師の仕事観・指導観の変容プ
ロセス―M-GTAによる仮説モデルの生成―」，『2010年度日本語教育学会第 7 回研究
集会予稿集』，pp.30-34，日本語教育学会関西地区研究集会
中山英治2011「タイの協働現場で働く日本人教師の協働の可能性への気づき―理論的サン
プリングによるデータ収集と概念の再検討―」，『2011年度日本語教育学会研究集会第
7 回研究集会予稿集』，pp.16-19，日本語教育学会関西地区研究集会
91
タイにおける日本語教師間の協働モデルの再構築（中山英治）
松尾憲暁・香月裕介2010「タイ日教師間の協働に焦点を当てたワークショップの実践―第
15回ラチャ会セミナーを通して―」『国際交流基金バンコク日本文化センター日本語
教育紀要』第 7 号，pp.81-90，国際交流基金バンコク日本文化センター
